
２０１６年５月２４日   No７５                                             発行責任者 鵜島 一広 
かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶんかべしんぶんかべしん 

んぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん・かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん･かべしんぶん・かべしんぶんかべしんぶんかべしんぶんか 

戦
争
は 

い
や
明
日

を
決
め
る

の
は
、
私
た

ち だ 

 

  

東京有明での「5・3憲法集会」には5万人が参加‼︎この日、総がかり実行委員会は戦

争法廃止2000万人署名が1200万人を突破したと発表しました。来賓には、4野党が挨

拶し、各分野のリレートークで戦争法廃止、立憲主義回復、野党の共闘・市民の声で参

院選勝利、安倍政治を終わらせようとそれぞれが訴えました。 
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３月２９日、憲法違反の安保関連法＝戦争法が施

行されました。この法律は日本を守るための法律で

はありません。日本が攻撃されていないのに、よその

国の戦争に参加するための法律です。戦争への道

を進むのか、それとも憲法９条を守り戦争しない国を

つづけるのか、いま問われています。 

 

自衛隊は一人の外国人を殺すこともなく、一人の

戦死者も出していません。それは、武力行使を禁じ

ている憲法９条があるからです。ところが、憲法９条

の解釈を強引に変えて戦争法を強行した安倍政権

は、さらに、憲法 9 条を変えて「国防軍を持つ国」に

しようとしています。安倍政権の「戦争する国」への

暴走をストップさせなければなりません。 

 ６月５日は、昨年の１０万人を超える国会前参加を

呼びかけています。（右ビラ） 


